
農のふるさと協⼒隊 奮闘記７1 
 

 

 

 

2019 年９⽉発⾏

あとがき《⼩⾖栽培》 

暑かった夏もようやく過ぎ、ここ⾼⼭もだいぶ涼しくなり、
⽥んぼの稲穂は⻩⾊く染まりました。 前回の奮闘記
（70 号）で紹介した夏野菜は順調に育ち収穫も終え、
今は秋から来春に向けての準備です。 

ナス、万願寺、トマトにタマネギ、沢⼭収穫です 

ナスと万願寺は毎年作っていますが、今年もたくさん収穫しました。 
トマトはとても⼤きく育ち⽢く美味しくなりましたが、収穫後半カラスに⾒つかってしまい、ほと
んど⾷べられてしまいました。  これまで私が⾒たことがあるものだけでも、⿅に、野ウサギ、
モグラ（通り道を確認）、カラス、ヘビ、ヤモリと、この辺りには沢⼭の野⽣動物がいますの
で、彼らから野菜を守る対策を⼗分にとらなければなりません。 

今年は⼩⾖を植えました。いつもと違う野菜は、実りまでを観察するのがとても興味深いです。 
年末には、⼩⾖を使った“あんこ餅”や、“おしるこ”が楽しめそうです。 

秋冬野菜を植え付けます。 
ネギ、⽩菜、⼈参など、秋冬野菜を植え付けます。今年は⼩⾖を沢⼭植えました。 
作業体験の⽅にも来ていただき、棚⽥保全活動を知ってもらいました。 

⻘々と元気に育つ⼩⾖ 

棚⽥から⽥んぼを⾒下ろす 

稲穂がとても綺麗です 
我が協⼒隊の⼩屋は屋根を綺麗にしました 

棚⽥の作業を体験に来てくださった皆さん 

メンバーと⼀緒に、草
刈り作業と、野菜の
植え付けの体験をし
ていただきました。 


